	今､心身のどこかを病んでいる人は
(何か事情をかかえている人も)｢神に選ばれた人｣です


1） この表現は特定の宗教を信仰している人だけが受け入れられる捉え方ではありません｡
現在､盲目の絵本作家　エム・ナマエさんの体験より
1983年､視力と体調の低下のため病院を訪れた所､糖尿病と診断される｡少年時代から病んでいたらしい｡
直ちに入院｡そこで近い将来の失明を宣告される｡
糖尿病の克服に全力を注いだ結果､病状は著しく改善され､その年末からイラストレーションの仕事に復帰できた｡
1984年､再入院｡視力が著しく低下していった｡
半年の入院生活で人生最大の苦難と絶望を味わう｡
1984年､クリスマス､担当のクリスチャンである眼科医師は
エム ナマエを病院内の個室に招き､「あなたは神に選ばれたのです」と伝えた｡退院直後の1985年新年５日夜明け､眠れずに苦悩していたエム ナマエに朝日と共に突然､神からの啓示がくだる｡瞬間的にそれが創造主であることを悟る｡
そこで宇宙の存在すべてが神より無限の愛を注がれていることを知り､愛の存在がくれる運命なら感謝して受け入れようと決心する｡そこから世界がまるで新しく見えてきた｡
1985年夏､失明後も表現者として生きる道を選択する｡
イラストレーターから文筆家への転身を決心｡その準備を開始する｡白い紙にボールペンで自分では見えない文字を書き､長編ＳＦ小説を完成させる｡これで未来への手応えを獲得した｡　…しかし､…　http://www.emunamae.com/emu_world/rirekisho.htm
2） 信仰の有無に関わらず､健康だったはずの人が「病気」になるということにはちゃんと意味(原因と結果)がある｡
3） 「疲れている」と感じたあなたはまず､しっかりと休息をしてください｡
お医者様の「診断」が必要なときはしっかりと､納得がいくようにしてもらってください｡
ですが､ときには病名をつけてもらえないこともあるのです｡
※私自身は市民病院の口腔外科で２人の先生とカルテ等検査結果を別の市民病院の耳鼻咽喉科の先生に移して､診断を求めましたが､結局は良性の腫物｢肉芽腫｣でしょうか?　検査の結果悪性の腫瘍ではありませんとのみ｡
それでも先の病院では､名古屋で手術をすれば１週間で治ると手術を勧められたので､手術をするために転院するとして､ある信頼できる方から紹介していただいた､別の市民病院のつまり､３人目の医師（敢えて､耳鼻咽喉科）に委ねて､ＭＲＩ検査のみで､(ＰＥＴによる検査は不要とのこと)３回の腫れを繰り返しながらも､特に何もしないまま､約８ヶ月かかって完治しました｡
最後は心の問題が片付き､完治するような気がしました｡
· 例えば､更年期のホルモンバランスが崩れたり､老化がもとになっておこる複合的な心身の変化はいくら名医といえども簡単には「病名」をつけることができないことが多々あるものです｡
· そういうときは特に「心」にスポットを当てて､自分で「氣」を変えることも試す価値ありです｡
· 食事療法やエンジョイ・エイジング・百のグ～な習慣の中に何かヒントがあるかもしれません｡
· 病気⇒気を変える⇒代替療法､言霊療法、音楽療法…
⇒　私は､この頃から家族のためにと「祈り」を取り戻していました｡
4） 病んだ体の場所によって､敢えて､何がしかのメッセージを感じてみてはどうでしょう｡
・　 頭-頑固､固執　目-注意深く物事を見ていない､細かいことを気にしずぎ､鼻－ひがみ､くよくよ､口－言葉がすぎる､悪口　耳－注意を聞かない｡肩－力が入りすぎ､心臓－焦りや恐れ､胃腸-消化不良など　　　　　　　　　　　　　　江原啓之「苦難の乗り越え方より」
5） そして､何よりも､まず､生かされていることに気づき､まず「ありがとう」を｡
・　　（小さな「よかった！」探しから）
· 朝夕のちょっとした祈りの時間を持つのは？
6） 運命が切り替わったことに気づき､大きく感謝を｡（どんどん､「よかった」探し､「ありがとう」､「心からの笑い」を）
・　　わくわくノート､一日十笑ノート､すっきりノートの記入はいかがでしょう？　『ツキを呼ぶ魔法の言葉』もおすすめです｡
7） そして､これがきっかけとなり､あなた自身と身近な人たちが､ますます運が良くなることに､深い深い「感謝」をしていきませんか？！
この感動と喜びの体験を人に伝えていく決意をしませんか？

さあ､全てを味方にして､これからの道を歩んでください｡
病気もあなたの味方です｡
不運もあなたの味方です｡
あなたがそれらから何かを学ぶ事が出来たなら､どんな障害もあなたに幸いをもたらします｡
病気は病気でなくなり､不幸は不幸でなくなります｡
あなたが輝けば全てが輝き始めます｡　⇒　ツイてる、ツイてる
あなた自身が輝けば､あなたを中心にして回転する宇宙も輝き始めます｡あなたは暗いホールをきらめかせるミラーボールになるのです｡あなたは鏡です｡あなたを囲む宇宙も鏡です｡
お互いを照らし合って生かし合っています｡
あなたが愛しただけ世界もあなたを愛します｡あなたが光を与えただけ世界は光を放ちます｡その光を受けてさらにあなたは輝くのです｡全てはあなた次第です｡
ただ､心のあり方だけで､世界は､宇宙は､あなたの思うがままになるのです｡それではお元気で｡健康が一番ではありません｡元気が一番なのですから｡　　　　　　　　　　　（エム・ナマエHP）
・矢島実さん「私にもかって病氣で苦しんだ時期がありました｡」
…そんな自分を悔い改めようと､つらい時期を過ごした小学校５年生の頃から､毎晩寝る前にお祈りをするようになりました｡「神様すみません｡これからは人のために生きるので許してください」といった後､①病氣が良くなりますように｡②イジメが終わりますように｡③家族や周りの人が健康でありますように｡④世界が平和でありますように｡ありがとうございます｡…と祈るのです｡
…その後､徐々に人生が好転し､思い通りの人生になっていったのです｡そして､現在､明るく楽しい日々を送っています｡
毎日､生きていることがワクワクして仕方がありません｡こうしたことは誰にでも起こり得るのだと思います｡
なぜなら､運命は変えることができるからです｡
前向きな氣持ちになって､明るく楽しい人生を送ってくださればうれしく思います｡…どうぞ健康で楽しい毎日をお過ごしください｡　　　　　　　　　　　　（矢島実『｢ありがとう｣が幸運を呼ぶ』より）
※・宇宙の法則に「原因」や「結果」はあっても､「罰」はない｡
※・私の周りには心正しく､人のために生き､充分がんばってきながら､なぜか病んでいる人がたくさんみえます｡
その方々はその奇跡の体験のメッセンジャーになると
「決心」をしてみませんか？ 
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2009.10.19














